
『本朝文粋』所収追善願文における地名語彙の象徴
的意味について

著者 山本 真吾
雑誌名 三重大学日本語学文学
巻 15
ページ 1-12
発行年 2004-06-20
URL http://hdl.handle.net/10076/6607



『
本
朝
文
粋
』
所
収
追
善
願
文
に
お
け
る
地
名
語
嚢
の
象
徴
的
意
味
に
つ
い
て

山
本
真
吾

○

キ
ー
ワ
ー
ド
=
追
善
願
文
､
漢
語
､
象
徴
的
意
味
､
地
名
語
彙

一
､

は
じ
め
に

前
稿
(
注
1
)
に
続
い
て
､
本
稿
で
も
､
『
本
朝
文
粋
』
所
収
追
善
願

文
を
対
象
と
し
て
､
文
章
構
成
上
の
九
番
因
縁
事
の
語
彙
の
象
徴
的
意
味

を
記
述
す
る
｡
前
稿
は
､
固
有
名
詞
の
う
ち
､
人
名
及
び
仏
名
語
彙
に
注

目
し
た
の
で
､
本
稿
で
は
､
地
名
語
彙
に
つ
い
て
見
て
み
る
｡

対
象
と
す
る
追
善
願
文
は
､
前
稿
と
同
様
に
､
次
の
十
五
篇
で
あ
る
｡

1
陽
成
院
四
十
九
日
御
願
文
(
天
暦
l
ニ
年
十
一
月
一
八
日
､
後
江
相
公
)

2
朱
雀
院
四
十
九
日
御
願
文
(
天
暦
六
年
十
月
二
日
､
同
右
)

3
朱
雀
院
周
忌
御
願
文
(
天
暦
七
年
八
.
月
七
日
､
同
右
)

4
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文
(
正
暦
二
年
閏
二
月
廿
七
日
､
菅
相
公
)

5
.
華
山
院
四
十
九
日
御
願
文
(
寛
弘
五
年
三
月
廿
二
日
､
江
以
言
)

6
一
条
院
四
十
九
日
御
願
文
(
寛
弘
八
年
八
月
十
二
日
､
江
匡
衡
)

7
村
上
天
皇
為
母
后
四
十
九
日
御
願
文
(
天
暦
八
年
三
月
廿
日
､
後
江
相

公)

8
為
二
晶
長
公
主
四
十
九
日
願
文
(
寛
和
元
年
六
月
十
七
日
､
慶
保
胤
)

9
為
左
大
臣
息
女
女
御
四
十
九
日
願
文
(
天
暦
元
年
十
一
月
廿
二
日
､
後

江
相
公
)

1
0
為
大
納
言
藤
原
卿
息
女
女
御
四
十
九
日
願
文
(
寛
和
元
年
閏
八
月
二

日
､
慶
保
胤
)

‖
為
謙
徳
公
報
恩
修
善
願
文
(
天
禄
二
年
四
月
廿
九
日
､
菅
三
晶
)

1
2
重
明
親
王
為
家
宝
四
十
九
日
願
文
(
天
慶
八
年
三
月
五
日
､
後
江
相
公
)

1
3
為
亡
息
澄
明
四
十
九
日
願
文
(
天
暦
四
年
九
月
四
日
､
後
江
相
公
)

1
4
為
右
近
中
将
源
宣
方
四
十
九
日
願
文
(
長
徳
四
年
十
月
十
二
日
､
江
匡

衡)

1
5
為
覚
運
僧
都
四
十
九
日
願
文
(
寛
弘
四
年
十
二
月
十
日
､
江
以
言
)

二
､
仏
教
関
係
の
地
名
語
彙

『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
追
善
願
文
の
中
で
､
r
何
ら
か
の
象
徴
的
意
味
を
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担
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
地
名
語
彙
に
は
､
次
の
よ
う
な
も
の
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
｡
地
名
語
彙
に
は
､
国
名
､
地
域
名
､
山
名
､
河
川
名

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
も
の
が
存
す
る
が
､
こ
こ
で
は
で
き
る
だ
け
広

く
捉
え
て
考
え
て
み
た
｡
な
お
､
寺
院
や
宮
殿
の
よ
う
な
建
造
物
の
呼
称

等
は
原
則
と
し
て
除
外
す
る
が
､
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
場
合
も
あ

る｡

ま
ず
､
仏
教
関
係
の
語
彙
か
ら
順
次
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
｡

(
1
)
鹿
苑
(
1
法
会
を
催
す
寺
院
)

①
抑
説
-
法
隣
り
(
に
)
有
り
･
何
(
な
る
)
-
野
か
鹿
-
苑
に
非
(
ら
)

サ
ラ
ム
｡
如
来
不
一
住
ナ
リ
･
何
か
-
山
か
鷲
l
峯
に
非
(
ら
)
サ
ラ

ム
｡
[
抑
説
法
有
隣
何
野
非
鹿
苑
如
来
不
住
何
山
非
鷲
峯
]
(
2
朱
雀
院

四
十
九
日
御
願
文
､
下
二
五
八
貢
)

右
の
｢
鹿
苑
｣
は
､
｢
所
以
如
来
｡
随
二
時
所
宜
一
｡
初
就
二
鹿
苑
一
｡

開
二
三
乗
之
別
疏
こ
(
『
法
華
義
疏
』
巻
第
｢
『
大
正
蔵
』
第
五
十
六

巻
)
等
の
故
事
に
基
く
も
の
と
見
ら
れ
る
｡
釈
迦
が
悟
り
を
開
い
て
初
め

て
説
法
を
行
っ
た
場
所
で
､
古
代
､
北
印
度
波
羅
那
国
に
あ
る
林
園
の
名

で
あ
る
｡
こ
の
願
文
に
お
い
て
釈
迦
伝
の
故
事
を
持
ち
出
し
た
の
は
､
｢
鹿

苑
｣
を
｢
説
法
の
場
｣
と
認
め
､
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
寺
院
と
し
て
｢
醍

醐
寺
｣
の
選
ば
れ
た
こ
と
を
説
く
た
め
で
あ
る
と
読
解
さ
れ
る
｡
こ
こ
の

｢
鹿
苑
｣
は
､
釈
迦
の
説
法
を
行
っ
た
場
所
と
し
て
こ
れ
を
引
き
合
い
に

出
し
､
追
善
供
養
の
法
会
を
行
う
｢
醍
醐
寺
｣
を
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね

る
表
現
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
｡
こ
れ
は
厳
密
に
は
象
徴
的
意
味
を
担
っ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
､
現
実
の
寺
院
と
比
べ
た
り
引
き
合
い
に
出
し

た
り
す
る
表
現
が
､
追
善
願
文
に
は
散
見
す
る
の
で
あ
っ
て
､
こ
こ
に
取

り
上
げ
た
｡

(
2
)
鷲
峯
･
鷲
頭
･
曹
囁
(
1
法
会
を
催
す
寺
院
)

②
抑
説
■
法
隣
り
(
に
)
有
り
･
何
(
な
る
)
t
野
か
鹿
｣
苑
に
非
(
ら
)

サ
ラ
ム
｡
如
来
不
一
住
ナ
リ
･
何
か
一
山
か
鷲
-
峯
に
非
(
ら
)
サ
ラ

ム
｡
[
抑
説
法
有
隣
何
野
非
鹿
苑
如
来
不
住
何
山
非
鷲
峯
]
(
同
右
①
)

右
の
｢
鷲
峯
｣
も
､
釈
迦
説
法
の
地
｡
『
大
智
度
論
』
巻
第
三
に
｢
著

聞
名
レ
鷲
､
蠣
名
レ
頭
､
間
日
､
何
以
孝
一
鷲
頭
山
一
､
答
日
､
是
山
頂
似
レ

鷲
王
舎
城
人
､
見
二
其
似
一
レ
鷲
､
故
共
伝
言
二
鷲
頭
山
こ
(
『
大
正
蔵
』

第
二
十
五
巻
)
と
あ
る
よ
う
に
､
曹
閣
堀
山
を
指
す
｡
①
に
続
い
て
紹
介

さ
れ
る
｡

③
仰
キ
ー
願
ハ
ク
は
鷲
■
頭
雲
■
夢
レ
･
難
一
足
山
-
開
ケ
て
無
l
上
世

ー
尊
･
高
ク
妙
-
覚
(
の
)
[
之
]
座
を
並
へ
｡
[
仰
願
鷲
頭
雲
穿
難
足

山
開
無
上
世
尊
高
並
妙
覚
之
座
]
(
7
村
上
天
皇
為
母
后
四
十
九
日
御
願

文
､
下
二
七
〇
貢
)

この
｢
鷲
頭
｣
も
､
鷲
頭
山
を
指
し
､
当
該
法
会
の
場
を
な
ぞ
ら
え
て

い
る
｡

④
幽
-
儀
定
メ
て
呪
(
嘉
〉
-
亭
(
の
)
[
之
]
月
を
忘
レ
不
･
法
-
音
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亦
曹
〈
壷
-
堀
(
の
)[
之
]
風
(
酬
}
を
伝
フ
可
シ
｡
[
幽
儀
定
不
忘
呪

亭
之
月
法
音
亦
可
伝
曹
蠣
之
風
]
(
‖
為
謙
徳
公
報
恩
修
善
願
文
､
下
二

八
〇
貢
)

｢
者
蠣
之
風
｣
は
､
釈
迦
の
説
教
を
指
し
､
そ
の
説
教
の
場
と
し
て
｢
曹

堀
｣
が
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
｡

(
3
)
鳩
戸
城
(
1
国
王
の
居
る
城
=
京
都
･
内
裏
)

⑤
裟
-
婆
ニ
ハ
仮
-
使
･
鳩
(
善
-
戸
〈
上
}
(
の
)
[
之
]
城
を
出
(
て
)

右
の
一
指
を
弾
ス
ト
モ
､
真
■
如
ニ
ハ
定
メ
て
是
レ
･
把
孔
l
雀
(
の
)

[
之
]
尾
を
把
て
宮
(
空
-
壌
(
平
〉
を
掃
ハ
ン
｡
[
姿
婆
仮
使
出
場
戸
之

城
弾
右
指
真
如
定
是
把
孔
雀
之
尾
掃
宮
堵
]
(
2
朱
雀
院
四
十
九
日
御
願

文
､
下
二
五
八
貢
)

｢
鳩
戸
城
｣
は
｢
鳩
鴇
那
喝
国
｣
の
首
都
に
あ
る
城
で
､
こ
の
城
外
の

裟
羅
林
で
釈
迦
が
入
滅
し
た
｡
『
摩
珂
摩
耶
経
』
下
に
｢
世
尊
…
漸
次
復

到
二
鳩
戸
那
喝
国
一
､
士
生
地
､
鷹
連
河
側
､
婆
羅
双
樹
間
､
而
語
二
阿
難

一
､
可
レ
安
二
縄
床
高
令
二
北
首
一
､
我
今
身
体
極
大
苦
痛
､
入
二
於
中
夜
一
､

当
レ
畢
海
築
こ
(
『
大
正
蔵
』
第
十
二
巻
)
な
ど
と
あ
る
｡
こ
こ
で
は
､

首
都
の
城
の
意
で
､
生
前
に
故
法
皇
の
居
た
内
裏
を
な
ぞ
ら
え
て
表
し
て

い
る
｡(
4
)
切
利
(
1
法
会
を
催
す
寺
院
)

⑥
昔
シ
釈
迦
善
逝
･
摩
-
耶
(
の
)
[
之
]
恩
を
報
セ
ン
カ
為
に
切
-
利

に
昇
(
り
)
而
法
を
説
ク
｡
[
昔
釈
迦
善
逝
為
報
摩
耶
之
恩
昇
切
利
而
説

法]

(
3
朱
雀
院
周
忌
御
願
文
､
下
二
六
.
〇
貢
)

｢
切
利
｣
は
､
釈
迦
が
母
摩
耶
の
た
め
に
切
利
天
で
税
法
を
行
っ
た
故

事
(
『
仏
昇
切
利
天
為
母
説
法
経
』
､
『
大
正
蔵
』
第
十
七
巻
)
を
端
的

に
言
い
表
す
語
で
､
｢
昔
｣
と
｢
今
｣
の
対
で
､
当
該
法
要
で
の
説
教
を

切
利
天
で
の
そ
れ
に
見
立
て
て
表
現
し
て
い
る
｡

(
5
)
闇
浮
(
1
法
会
を
催
す
寺
院
)

⑦
今
国
-
母
宝
-
宮
･
上
-
皇
(
之
)
[
之
]
徳
を
飾
ラ
ム
(
か
)
為
に

閣
■
浮
に
留
マ
而
斎
を
設
ク
｡
[
今
国
母
宝
宮
為
飾
上
皇
之
徳
留
闇
浮
而

説
斎
]
(
同
右
)

⑥
の
対
で
｢
昔
｣
の
｢
切
利
｣
と
対
比
し
て
｢
今
｣
の
｢
閣
浮
｣
の
志

と
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
綴
る
｡
｢
閣
浮
｣
は
｢
閣
浮
捏
｣
で
､
須
弥
山
の

南
に
あ
る
人
間
界
(
『
長
阿
含
経
』
巻
第
十
八
･
閣
浮
提
州
品
､
『
大
正

蔵
』
第
一
巻
)
を
い
う
｡

(
6
)
天
台
山
(
1
比
叡
山
=
延
暦
寺
)

⑧
天
台
山
の
上
に
一
ツ
の
別
■
院
有
り
｡
堂
一
構
漸
ク
ー
久
(
し
く
)

シ
て
荘
-
厳
未
(
た
)
琴
フ
【
未
】
｡
[
天
台
山
上
有
一
別
院
堂
構
漸
久

荘
厳
未
乾
]
(
3
朱
雀
院
周
忌
御
願
文
､
下
二
六
一
頁
)

｢
天
台
山
｣
は
本
来
中
国
の
台
州
唐
興
県
に
所
在
す
る
天
台
宗
の
本
山

で
あ
る
が
､
こ
こ
で
は
本
邦
の
比
叡
山
を
指
す
｡
中
国
風
に
言
い
表
し
た
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｢
唐
名
｣
の
一
つ
で
あ
る
(
注
2
)
｡

⑨
永
ク
[
於
]
天
-
台
l
山
の
上
棟
-
厳
-
院
の
内
(
に
)
･
先
-
公
相

-
府
建
■
立
の
精
-
舎
を
修
す
｡
[
永
修
於
天
台
山
上
楔
厳
院
内
先
公
相

府
建
立
精
舎
]
(
1
1
為
謙
徳
公
報
恩
修
善
願
文
､
下
二
八
〇
貢
)

も
同
じ
｡

(
7
)
傑
連
河
･
尼
連
禅
河
(
1
仏
道
の
苦
行
)

⑩
鳴
t
呼
･
[
於
]
牒
(
上
}
-
連
(
上
}
-
河
之
苦
l
行
に
過
キ
タ
ル
コ
ト

一
年
･
禅
l
定
水
-
静
(
左
｢
ス
メ
リ
｣
)
カ
ナ
リ
｡
[
鳴
呼
過
於
麒
連

河
之
苦
行
一
年
禅
定
水
静
]
(
4
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文
､
下
二
六
三

頁)

｢
願
連
河
｣
は
､
｢
至
二
伽
開
山
一
､
苦
一
面
林
中
一
､
尼
連
禅
河
側
､

静
坐
思
惟
｣
(
『
過
去
現
在
因
果
経
』
第
三
､
『
大
正
蔵
』
第
三
巻
)
な

ど
と
あ
る
よ
う
に
､
そ
の
側
で
釈
迦
が
六
年
の
間
苦
行
に
耐
え
た
地
で
あ

る
｡
故
人
円
融
院
の
､
寛
和
元
年
に
上
皇
と
な
っ
て
出
家
し
て
か
ら
正
暦

二
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
七
年
間
の
､
こ
れ
よ
り
一
年
余
る
こ
と
を
こ
の

よ
う
に
表
現
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
｡
釈
迦
の
苦
行
を
引
き
合
い
に
出

し
て
故
人
の
徳
性
を
賛
嘆
し
て
い
る
表
現
と
理
解
さ
れ
る
｡

⑪
昔
t
捏
1
道
樹
(
の
)
[
之
]
月
の
-
影
･
遂
に
沙
-
羅
(
の
)
[
之
]

愁
-
雲
に
隠
レ
｡
尼
-
連
-
禅
-
河
(
の
)

[
之
]
水
の
一
昔
空
(
し
)

ク
政
(
入
濁
)
-
捏
(
の
)
[
之
]
涙
-
浪
に
咽
フ
｡
[
菩
提
道
樹
之
月
影

遂
隠
沙
羅
之
愁
雲
尼
連
禅
河
之
水
音
空
咽
蚊
提
之
涙
浪
]
(
1
5
為
覚
運
僧

都
四
十
九
日
願
文
､
下
二
八
六
貢
)

も
同
じ
｡
釈
迦
の
行
い
と
故
人
の
生
前
の
そ
れ
と
を
重
ね
る
表
現
で
あ

る｡

(
8
)
金
河
･
政
提
(
1
院
の
死
)

⑫
阿
-
閣
1
世
t
王
(
の
)
[
之
]
夢
･
煙
〈
馴
〉
金
■
河
(
左
｢
蚊
提
河

也
｣
)
(
の
)
[
之
]
西
(
研
)
に
暗
シ
｡
[
阿
閣
世
王
之
夢
煙
暗
金
河
之

西]

(
5
華
山
院
四
十
九
日
御
願
文
､
下
二
六
四
書

｢
金
河
｣
は
､
⑪
の
｢
験
提
｣
と
同
じ
河
川
を
指
し
(
間
浮
金
を
産
す

る
に
因
ん
で
こ
の
よ
う
に
称
す
る
と
い
う
)
､
釈
迦
埋
葬
の
地
で
あ
る

(
『
翻
訳
名
義
集
』
諸
水
篇
､
『
大
正
蔵
』
第
五
十
四
巻
)
｡
追
善
対
象

と
な
る
｢
華
山
院
｣
の
死
を
象
徴
し
て
い
る
｡

(
9
)
難
足
山
(
1
法
会
を
催
す
寺
院
)

⑬
仰
キ
ー
願
ハ
ク
は
鷲
-
頭
雲
l
裔
レ
･
難
-
足
山
-
開
ケ
て
無
1
上
世

-
尊
･
高
ク
妙
t
覚
(
の
)
[
之
]
座
を
並
へ
｡
[
仰
願
鷲
頭
雲
雰
難
足

山
開
無
上
世
尊
高
並
妙
覚
之
座
]
(
前
掲
③
)

4



｢
難
足
山
｣
は
､
古
代
印
度
摩
伽
陀
国
の
屈
咤
播
陀
山
(
『
大
唐
西
域
記
』

九
､
『
大
正
蔵
』
第
五
十
一
巻
)
で
､
釈
迦
悟
道
の
山
で
､
当
該
法
会
を

こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
1
0
)
荊
薪
■
(
1
師
匠
=
覚
運
僧
都
)

⑭
室
の
-
中
に
年
-
少
キ
[
之
]
遺
､
弟
多
シ
･
前
●
途
を
[
於
]
荊
串
〉

一
糸
(
翌
(
ノ
)
[
之
]
雲
に
失
フ
｡
[
室
中
多
年
少
之
遺
弟
失
前
途
於

荊
薪
之
雲
]
(
1
5
為
覚
運
僧
都
四
十
九
日
願
文
､
下
二
八
七
頁
)

荊
薪
は
､
荊
薪
尊
者
湛
然
｡
門
人
が
慕
い
､
｢
門
人
奉
二
全
身
塔
於
智

者
登
城
之
西
南
隅
こ
の
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
(
『
彿
祖
統
記
』
七
､
『
大

正
蔵
』
第
四
十
九
巻
)
｡
こ
こ
は
故
人
覚
運
僧
都
の
､
遺
弟
に
対
す
る
(
師

匠)

と
し
て
の
立
場
を
｢
荊
薪
｣
に
託
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

以
上
が
､
今
回
対
象
の
追
善
願
文
中
に
お
い
て
､
字
面
通
り
の
意
味
で

は
な
く
何
ら
か
の
(
象
徴
的
意
味
)
を
含
む
と
理
解
さ
れ
る
仏
教
関
係
の

地
名
詩
集
で
あ
る
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
法
会
の
実
際
を
記
し
留
め
る
(
記
録
的
意
味
)
を
専

ら
担
う
と
思
わ
れ
る
地
名
語
嚢
に
は
､
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
｡
⑮

｢
醍
醐
之
寺
｣
､
⑩
｢
法
性
寺
｣
の
如
く
､
い
ず
れ
も
寺
院
名
で
あ
っ
て
､

厳
密
な
意
味
で
は
地
名
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
｡
本
邦
の
具
体
的
な

地
名
は
今
回
検
討
対
象
と
し
た
願
文
に
つ
い
て
は
拾
わ
れ
な
い
｡

⑮
然
●
而
･
殊
に
醍
-
醐
(
の
)
[
之
]
寺
に
向
(
ひ
)
て
重
ネ
て
宝
-

塔
(
の
)
[
之
]
下
を
払
フ
｡
[
然
而
殊
向
醍
醐
之
寺
重
払
宝
塔
之
下
]

(
2
朱
雀
院
四
十
九
日
御
願
文
､
下
二
五
八
頁
)

⑩
便
チ
法
性
寺
に
就
イ
て
敬
(
ひ
)
て
供
養
シ
奉
ル
｡
[
便
就
法
性
寺

敬
奉
供
養
]
(
8
為
二
晶
長
公
主
四
十
九
日
願
文
､
下
二
七
二
貢
)

三
､
漢
籍
関
係
の
地
名
語
彙

こ
の
項
で
は
､
漢
籍
関
係
の
語
桑
を
取
り
上
げ
て
み
る
｡

(
1
)
姑
射
山
･
射
山
･
姑
射
･
姑
山
(
1
神
人
の
所
居
=
上
皇
御
所
)

『
荘
子
』
邁
進
遊
第
一
に
｢
義
姑
射
之
山
､
有
二
神
人
居
一
焉
､
肌
膚
若

二
淡
雪
｢
綽
約
若
二
虚
子
こ
､
ま
た
｢
尭
治
二
天
下
之
民
一
､
平
二
海
内
之

政
｢
往
見
二
四
子
森
姑
射
之
山
一
､
扮
水
之
陽
､
督
然
喪
二
其
天
下
一
焉
｣

と
あ
る
よ
う
に
､
｢
裁
姑
射
之
山
｣
は
､
神
人
の
居
る
山
で
あ
り
､
帝
尭

が
こ
の
山
に
往
っ
て
政
治
の
こ
と
に
関
知
し
な
く
な
っ
た
故
事
を
象
徴

す
る
も
の
で
あ
る
｡
唐
土
の
文
で
は
こ
の
故
事
を
譲
位
の
南
に
な
ぞ
ら
え

て
表
現
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
が
(
注
3
)
､
こ
れ
を
本
邦
の
漢
詩
文
及

び
そ
の
影
響
を
汲
む
軍
記
物
等
で
は
上
皇
ひ
い
て
は
上
皇
御
所
の
呼
称

に
用
い
る
(
注
4
)
｡

①
姑
】
射
-
山
(
の
)
[
之
]
上
に
･
八
十
年
(
の
)

[
之
]
春
の
t
風
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を
送
り
｡
功
-
徳
-
林
(
の
)
[
之
]
中
に
･
四
-
八
-
相
(
の
)
[
之
]

秋
の
●
月
を
迎
フ
｡
[
姑
射
山
之
上
送
八
十
年
之
春
風
功
徳
林
之
中
迎
四

八
相
之
秋
月
]
(
1
陽
成
院
四
十
九
日
御
願
文
､
下
二
五
五
貢
)

②
然
モ
ー
猶
･
泡
軍
〉
-
山
厭
フ
可
シ
･
忽
に
姑
-
山
(
の
)

[
之
]
幽

ー
遽
を
尋
ネ
｡
苦
-
海
将
に
救
ハ
ン
ト
【
将
】
･
遂
に
仏
■
海
(
の
)
[
之
]

清
-
虚
に
入
ル
｡
[
然
猶
泡
山
可
厭
忽
尋
姑
山
之
幽
遽
苦
海
将
救
遂
入
仏

海
之
清
虚
]
(
4
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文
､
下
二
六
二
貢
)

追
善
願
文
に
お
い
て
も
､
追
善
の
対
象
た
る
上
皇
の
居
所
(
=
上
皇
御

所
)
に
準
え
て
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
次
の
③
の
｢
射
山
｣
も
同
じ
用
法
で

あ
る
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
｡

(
2
)
鼎
湖
(
1
院
の
死
)

③
射
(
善
-
山
に
日
を
計
ク
レ
ハ
･
乱
(
平
)
-
箭
(
善
頻
に
-
移
り
･
鼎
-

湖
に
雲
を
隔
(
て
)
て
漏
-
水
屡
滴
ル
｡
[
射
山
計
日
乱
箭
頻
移
鼎
湖

隔
雲
漏
水
屡
滴
]
(
2
朱
雀
院
四
十
九
日
御
願
文
､
下
二
五
七
頁
)

元
来
中
国
湖
北
省
荊
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
湖
で
､
黄
帝
が
こ
こ
で
鼎
を

鋳
造
し
龍
に
乗
っ
て
昇
天
し
た
故
事
(
『
史
記
』
二
十
七
封
禅
書
第
六
に

｢
黄
帝
釆
二
首
山
銅
一
､
鋳
二
鼎
於
荊
山
下
一
､
鼎
既
成
､
有
レ
龍
垂
二
胡
軍
､

下
迎
こ
黄
帝
∴
黄
帝
上
騎
｣
と
あ
る
)
に
因
ん
で
､
朱
雀
院
の
逝
去
を
表

現
し
て
い
る
｡
次
の
⑤
の
例
も
同
様
で
あ
る
｡

(
3
)
玉
山
(
1
院
の
譲
位
)

④
有
(
上
〉
-
虞
軍
準
舜
-
帝
(
の
)
[
之
]
徳
･
風
〈
削
〉
玉
-
山
(
の
)

[
之
]
東
新
〉
に
悲
シ
ヒ
｡
[
有
虞
舜
帝
之
徳
風
悲
玉
山
之
東
]

(5華

山
院
四
十
九
日
御
願
文
､
下
二
六
四
貢
)

柿
村
註
に
拠
れ
ば
(
注
5
)
､
｢
玉
山
｣
は
､
群
玉
山
を
指
す
と
説
く
､

群
玉
山
は
西
王
母
の
所
居
(
｢
又
西
三
百
五
十
里
日
玉
山
是
西
王
母
所
居

也｣

『
山
海
経
』
西
山
経
第
二
)
で
あ
り
､
院
の
譲
位
を
準
え
て
い
る
表

現
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
｡

(
4
〉
覇
陵
(
1
漠
･
文
帝
の
陵
墓
=
院
の
死
〉

一

⑤
院
(
書
-
花
春
l
暮
は
只
[
於
]
覇
(
上
)
-
陵
(
の
)

[
之
]
松
に
一

夙
-
夜
シ
｡
洞
(
善
-
月
暁
●
到
(
り
)
て
空
(
し
)
ク
[
於
]
鼎
〈
上
〉

ー
湖
〈
平
〉
(
の
)
[
之
]
雲
を
瞭
(
平
〉
-
望
〈
嘉
〉
す
｡
[
院
花
春
暮
只

夙
夜
於
覇
陵
之
松
洞
月
暁
到
空
膀
望
於
鼎
湖
之
雲
]
(
5
華
山
院
四
十
九

日
御
願
文
､
下
二
六
五
貢
)

『
史
記
』
十
孝
文
本
艇
第
十
に
｢
治
二
覇
陵
一
､
皆
以
二
瓦
器
一
､
不
レ
得

下
以
l
奄
銀
銅
鏡
一
為
上
レ
飾
､
不
レ
治
レ
墳
｣
と
あ
り
､
元
来
漠
の
文
皇
帝
の

陵
墓
の
名
で
あ
る
｡
当
該
箇
所
で
は
､
こ
れ
を
院
に
用
い
て
お
り
､
そ
の

死
を
言
い
表
し
て
い
る
｡



(
5
)
洞
陽
(
1
母
方
の
伯
叔
父
･
舅
=
藤
原
道
長
)

⑥
最
モ
■
深
キ
者
は
､
洞
(
書
-
陽
鳴
(
平
〉
-
咽
(
入
〉(
の
)
[
之
]
暁

の
-
浪
､
隻
-
林
忽
に
滅
-
度
を
唱
フ
[
最
深
者
洞
陽
鳴
咽
之
暁
浪
隻
林

忽
唱
滅
度
]
(
6
一
条
院
四
十
九
日
御
願
文
､
下
二
六
六
頁
)

洞
陽
は
､
元
来
洞
水
の
北
を
指
す
地
名
で
あ
る
が
､
秦
の
康
公
が
そ
の

母
の
兄
弟
で
あ
る
晋
の
文
公
の
帰
国
を
こ
の
地
に
送
っ
て
亡
き
母
を
通

念
し
た
辞
(
『
毛
詩
』
巻
第
六
国
風
･
洞
陽
二
幸
章
四
句
)
に
基
づ
い
て
､

母
方
の
伯
叔
父
(
舅
)
を
示
す
｡
こ
こ
は
､
故
一
条
院
の
中
宮
定
子
の
父
･

藤
原
道
長
を
指
し
､
そ
の
悲
し
み
を
述
べ
て
い
る
｡

(
6
)
羅
山
(
1
美
貌
=
改
革
子
内
親
王
)

⑦
公
-
主
･
春
-
秋
十
-
有
-
五
ニ
シ
て
初
(
め
)

て
入
-
内
(
去
準
セ

リ
｡
一
夕
ヒ
一
咲
エ
ム
て
再
タ
ヒ
一
顧
ミ
ル
･
既
に
-
是
羅
-
山
(
の
)

[
之
]
旧
-
容
(
な
り
)
｡
[
公
主
春
秋
十
有
五
初
入
内
一
咲
再
顧
既
是

羅
山
之
旧
容
]
(
8
為
二
晶
長
公
主
四
十
九
日
願
文
､
下
二
六
九
貢
)

羅
浮
山
の
梅
の
精
が
美
女
と
な
っ
て
現
れ
た
故
事
(
『
龍
城
録
』
絵
師

雄
酔
憩
梅
花
下
､
『
説
邪
』
巻
第
七
十
二
)
に
因
ん
で
､
美
人
の
喩
え
に

用
い
ら
れ
る
｡
こ
こ
で
は
､
追
善
対
象
の
故
尊
子
内
親
王
の
生
計
に
つ
い

て
､
そ
の
容
貌
の
美
し
か
っ
た
こ
と
を
称
え
て
い
る
｡

(
7
)
洛
川
(
1
美
貌
=
故
草
子
内
親
王
)

⑧
玄
〈
平
〉
-
賛
〈
嘉
〉
翠
〈
善
1
蛾
(
平
濁
)
･
洛
-
川
(
の
)
[
之
]
麗
〈
書

ー
質
ナ
ラ
不
ト
イ
フ
コ
ト
莫
シ
｡
[
玄
饗
翠
蛾
美
不
洛
川
之
麗
質
]

(8

為
二
品
長
公
主
四
十
九
日
願
文
､
下
二
六
九
貫
)

(
6
)
と
同
じ
く
､
追
善
対
象
の
美
貌
の
形
容
と
し
て
用
い
ら
れ
る
｡

『
文
選
』
巻
第
十
九
洛
神
賦
序
に
｢
黄
初
三
年
､
余
朝
二
京
師
一
､
遭
済
二

洛
川
一
｡
古
人
有
レ
言
､
斯
水
之
神
､
名
日
二
歩
妃
こ
と
あ
る
､
仙
女
必

妃
の
容
姿
に
喩
え
て
用
い
ら
れ
る
｡
.

(
8
)
蓬
莱
洞
(
1
仙
人
の
所
居
=
上
皇
御
所
)

⑨
彼
の
蓬
-
莱
-
洞
〈
書
(
の
)
[
之
]
花
芳
シ
カ
ラ
不
ル
に
非
サ
レ
ト

モ
･
素
l
意
久
(
し
)
ク
七
覚
を
期
す
｡
[
彼
蓬
莱
洞
之
花
非
不
芳
素
意

久
期
七
覚
】
(
8
為
二
品
長
公
主
四
十
九
日
願
文
､
下
二
七
一
貢
)

▼
蓬
莱
山
は
､
伝
説
上
の
山
で
､
仙
人
が
住
む
と
い
う
(
『
史
記
』
二
十

八
封
禅
書
第
六
な
ど
)
｡
(
1
)
姑
射
山
な
ど
と
同
様
に
､
神
仙
に
準
え

て
上
皇
御
所
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
｡

(
9
)
金
谷
(
1
不
変
の
自
然
美
)

7

こホ

て
ア
ル
シ

⑩
彼
の
金
-
谷
に
花
に
酔
ウ
シ
[
之
]
地
･
花
(
馴
}
春
毎
に
匂
而
主

(左

｢
ヌ
シ
｣
)
帰
ラ
不
｡
[
彼
金
谷
酔
花
之
地
花
毎
春
匂
而
主
不
帰
]

(11

為
謙
徳
公
報
恩
修
善
願
文
､
下
二
七
九
貢
)



金
谷
は
､
河
南
省
洛
陽
市
東
北
の
谷
｡
西
晋
の
石
崇
が
別
荘
金
谷
固
を

造
営
し
､
賓
客
を
招
い
て
酒
宴
を
催
し
た
故
事
(
李
白
｢
春
夜
宴
従
弟
桃

李
固
序
｣
､
『
欽
定
全
唐
文
』
巻
三
百
四
十
九
)
で
知
ら
れ
る
｡
こ
こ
は
､

｢
金
谷
｣
の
庭
園
の
植
生
景
儀
が
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
を
保
つ
こ
と
を
持
ち

出
し
て
､
こ
れ
と
対
比
的
に
そ
こ
に
住
む
主
人
の
生
の
定
め
な
き
こ
と
を

憂
え
る
｡

(
1
0
)
呪
亭
(
1
比
叡
山
=
延
暦
寺
)

⑪
幽
-
儀
定
メ
て
呪
(
毒
-
亭
(
の
) [
之
]
月
を
忘
レ
不
･
法
l
音

亦
曹
(
壷
-
堀
(
の
)
[
之
]
風
.
(
削
〉
を
伝
フ
可
シ
｡
[
幽
儀
定
不
忘
呪

亭
之
月
法
音
亦
可
伝
習
嘱
之
風
]
(
1
1
為
謙
徳
公
報
恩
修
善
願
文
､
下
二

八
〇
貢
)

｢
呪
｣
は
呪
山
､
｢
呪
亭
｣
は
､
呪
山
の
あ
ず
ま
や
の
意
｡
晋
の
羊
枯

の
登
っ
て
山
水
を
楽
し
ん
だ
山
で
(
『
晋
書
』
三
十
四
羊
祐
伝
第
四
)
､

離
俗
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
願
文
で
は
､
｢
呪
亭
之
月
｣

と
｢
曹
堀
之
風
｣
を
対
に
構
え
､
併
せ
て
叡
山
に
お
け
る
仏
法
興
隆
の
様

を
称
え
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
｡

(
1
1
)
九
原
･
九
泉
(
1
妻
の
死
)

･ネフリ

ヲ
ト
ロ

カ⑫彼の白-鶴睡を鸞カシ九-原(蒜)

(
の
)
[
之
]
駕
帰
ラ
不
.

青
-
烏
悲
シ
ヒ
を
催
シ
て
三
-
泉
局
長
ク
鎖
シ
自
り
･
[
自
彼
白
鶴
驚
陸

九
原
之
駕
不
帰
青
烏
催
悲
三
泉
之
局
長
鎖
]
(
1
2
重
明
親
王
為
家
室
四
十

九
日
願
文
､
下
二
八
二
頁
)

『
史
記
』
六
十
九
蘇
秦
伝
第
九
に
｢
西
有
t
一
雲
中
九
原
こ
と
あ
る
｢
九

原
｣
で
､
戦
国
時
代
･
晋
の
卿
大
夫
の
墓
地
の
名
｡
こ
の
｢
墓
地
｣
の
名

｢
九
原
｣
は
逝
去
を
意
味
し
､
追
善
の
対
象
た
る
重
明
親
王
の
亡
妻
の
死

を
表
現
し
て
い
る
｡
｢
九
泉
｣
も
同
じ
く
逝
去
の
象
徴
的
意
味
を
担
う
｡

(
1
2
)
三
泉
(
1
妻
の
死
)

⑬
彼
の
白
-
鶴
睡
を
驚
カ
シ
九
-
原
〈
平
濁
)
人
の
)
[
之
]
駕
帰
ラ
不
･

青
-
烏
悲
シ
ヒ
を
催
シ
て
三
-
泉
局
長
ク
鎖
シ
自
り
･
(
前
掲
⑫
)

こ
こ
の
｢
三
泉
｣
は
､
『
漢
書
』
五
十
一
軍
山
伝
第
二
十
一
に
｢
死
､

葬
二
乎
硝
山
一
､
吏
徒
数
十
万
人
噴
レ
日
､
下
徹
主
泉
こ
と
あ
る
如
く
､

秦
始
皇
埋
葬
の
地
を
い
う
｡
｢
九
原
｣
と
数
対
を
成
し
て
､
追
善
対
象
た

る
亡
妻
の
逝
去
を
表
現
し
て
い
る
｡

(
1
3
)
北
空
(
1
息
男
の
死
)

⑭
豊
-
図
リ
キ
ヤ
北
-
空
駕
促
カ
シ
て
終
-
制
を
[
於
]
老
-
翁
に
営
マ

シ
メ
ン
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
｡
[
豊
図
北
菅
駕
促
営
終
制
於
老
翁
]
(
1
3
為
亡

息
澄
明
四
十
九
日
願
文
､
下
二
八
三
貢
)

『
文
選
』
巻
第
二
十
三
の
張
孟
陽
｢
七
哀
詩
｣
に
｢
北
空
何
畳
々
､
高

陵
有
二
四
五
一
､
借
間
誰
家
墳
､
皆
云
漠
世
主
｣
と
あ
る
｢
北
菅
｣
は
､
基

地
の
あ
る
山
｡
墓
を
象
徴
的
に
表
し
て
､
追
善
対
象
の
息
男
の
逝
去
を
語
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る｡

(14)

晒
水
(
1
儒
学
)

⑲
晒
(
書
-
水
の
遺
-
風
･
七
年
を
待
(
ち
)
而
慶
(
章
を
繚
シ
｡
[
栖

水
遺
風
待
七
年
而
余
慶
]
(
1
3
為
亡
息
澄
明
四
十
九
日
願
文
､
下
二
八
三

貢)

細
水
は
､
孔
子
の
故
郷
(
『
水
経
注
』
巻
二
十
五
油
水
)
｡
転
じ
て
孔

子
の
学
問
を
い
う
｡
こ
こ
で
は
､
亡
く
な
っ
た
息
男
の
家
門
が
儒
学
を
修

め
て
い
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
｡

(
1
5
)
岱
(
1
息
男
の
死
)

⑯
登
l
覚
(
の
)
[
之
]
路
(
馴
〉
･
超
メ
ン
コ
ト
ヲ
欲
て
春
-
官
及
-
第

(
の
)
[
之
]
袖
を
脱
キ
去
ソ
ケ
(
左
｢
ス
ッ
｣
)
｡
遊
-
岱
(
の
)

[
之
]

魂
更
に
達
て
夏
1
腰
高
1
僧
(
の
)
[
之
]
戒
を
乞
ヒ
ー
求
む
｡
[
登

覚
之
路
欲
超
脱
去
春
官
及
第
之
袖
遊
岱
之
魂
更
還
乞
求
夏
腐
高
僧
之
戒
]

(
1
3
為
亡
息
澄
明
四
十
九
日
願
文
､
下
二
八
四
貢
)

｢
如
中
国
人
死
者
､
魂
塊
帰
二
岱
山
こ
(
『
後
漢
書
』
九
十
烏
桓
伝
第

八
十
)
と
あ
る
よ
う
に
､
｢
岱
山
｣
は
死
者
の
魂
の
帰
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
｡
当
該
箇
所
は
､
息
子
の
命
終
を
い
う
｡

な
お
､
他
に
建
造
物
の
例
と
し
て
は

⑰
長
-
秋
-
宮
(
の
)
[
之
]
月
潔
(
か
ら
)
不
ル
に
非
サ
レ
ト
モ
･

宿
-
望
偏
に
三
-
明
に
在
(
り
)
｡
[
長
秋
宮
之
月
非
不
潔
宿
望
偏
在
三

明]

(
8
為
二
晶
長
公
主
四
十
九
日
願
文
､
下
二
七
一
貫
)

⑱
南
-
楼
に
月
を
翫
ヒ
シ
[
之
]
人
･
月
秋
与
胡
シ
而
身
何
に
(
か
)

t
去
ル
｡
[
南
楼
翫
月
之
人
月
与
秋
期
而
身
何
去
]
(
1
1
為
謙
徳
公
報
恩

修
善
頗
文
､
下
二
七
九
頁
)

⑲
所
-
天
故
右
(
上
)
-
親
-
衛
(
書
中
-
郎
-
将
〈
善
･
器
青
-
雲
を
期

シ
･
名
紫
-
蘭
に
顕
ハ
レ
ク
リ
｡
[
所
天
故
右
親
衛
中
郎
将
器
期
青
雲
名

顕
紫
蘭
]
(
1
4
為
右
近
中
将
源
宣
方
四
十
九
日
願
文
､
下
二
八
五
頁
)

⑰
｢
長
歌
宮
｣
､
⑬
｢
南
楼
｣
､
⑲
.
｢
紫
閥
｣
は
､
そ
れ
ぞ
れ
元
来
唐

土
の
建
造
物
を
指
す
語
で
あ
っ
て
､
⑳
は
中
宮
の
所
居
､
⑬
は
観
月
の
宴

を
象
徴
的
に
表
し
､
膏
の
庚
亮
が
武
昌
の
南
楼
に
登
っ
て
殿
浩
の
徒
と
秋

夜
談
吟
し
た
故
事
が
あ
る
(
『
青
書
』
七
十
三
庚
亮
伝
第
四
十
三
)
｡
⑲

は
皇
帝
の
居
る
所
､
朝
廷
を
指
す
｡
⑰
や
⑲
は
本
邦
の
そ
れ
に
相
当
す
る

も
の
を
見
立
て
て
中
国
風
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

四
､
地
名
語
彙
の
象
徴
的
意
味
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以
上
､
『
本
朝
文
粋
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
を
対
象
と
し
て
､
人
名

語
彙
と
同
様
に
､
地
名
語
彙
に
注
目
し
て
､
そ
の
象
徴
的
意
味
に
つ
い
て

検
討
し
､
さ
ら
に
文
章
中
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
｡
そ
の
概
略
を

ま
と
め
て
表
示
す
る
と
(
表
)
の
よ
う
に
な
ろ
う
｡

地
名
語
彙
が
あ
る
象
徴
的
意
味
を
担
っ
て
用
い
ら
れ
る
際
に
は
､
人
名

語
彙
と
同
様
に
､
当
該
法
要
の
テ
ー
マ
た
る
追
善
の
対
象
と
な
る
故
人
に

焦
点
化
さ
れ
､
故
人
を
中
心
と
し
て
､
さ
ら
に
は
､
悲
嘆
哀
悼
す
る
法
会

の
参
列
者
､
又
､
法
会
の
荘
厳
･
舞
台
装
置
に
関
わ
る
形
で
使
用
さ
れ
る
｡

右
の
諸
語
の
如
き
､
象
徴
的
意
味
を
担
う
固
有
名
詞
は
､
『
王
澤
不
掲

紗
』
所
掲
の
文
章
構
成
上
､
九
番
昔
因
縁
事
に
相
当
す
る
も
の
と
判
ぜ
ら

れ
る
｡○圏釈迦善逝･摩t耶(の)[之]恩を報センカ為に切-利に
昇
(
り
)
か
誓
針
ク
｡
固
雪
母
宝
-
宮
･
上
-
皇
(
之
:
之
]

徳
を
飾
ラ
ム
(
か
)
為
に
閣
-
浮
に
留
マ
而
斎
を
設
ク
｡
(
前
掲
･
3
朱

雀
院
周
忌
御
願
文
､
下
二
大
〇
頁
)

｢
昔
｣
と
｢
今
｣
の
対
で
､
当
該
法
要
で
の
説
教
を
切
利
天
で
の
そ
れ

に
見
立
て
て
表
現
し
て
い
る
事
例
は
端
的
に
そ
れ
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
が
､
こ
の
よ
う
に
｢
昔
｣
と
明
示
さ
れ
て
い
な
く
と
も
､
今
回
こ
こ
に

取
り
上
げ
た
､
仏
典
･
漢
籍
の
故
事
を
踏
ま
え
る
表
現
は
同
様
の
性
格
を

帯
び
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

仏
典
に
つ
い
て
､
特
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
と
し
て
は
､
仏
陀
伝
･
本
生

評
に
比
定
さ
れ
る
べ
く
地
名
語
秦
が
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
｡
釈
迦
説
法
･
悟
道
の
地
(
鹿
苑
､
鷲
峯
)
に
見
立
て
て
法
会
の
場
を

語
り
､
故
人
の
死
を
釈
迦
入
滅
の
地
(
金
河
･
政
提
)
で
綴
り
､
故
人
の

生
前
に
仏
道
修
行
に
勤
し
む
徳
性
を
､
釈
迦
の
苦
府
し
た
地
(
願
連
河
･

尼
連
禅
河
)
に
準
え
る
の
で
あ
っ
て
､
こ
の
こ
と
は
特
に
帝
皇
願
文
に
お

い
て
顕
著
に
諷
め
ら
れ
る
(
注
6
)
｡

ま
た
､
漢
籍
で
は
､
中
国
の
神
仙
辞
に
偏
る
点
が
注
意
さ
れ
る
｡
上
皇

に
神
仙
･
道
教
的
意
味
づ
け
の
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
さ

れ
て
お
り
(
注
7
)
､
こ
こ
で
も
､
故
院
の
生
前
の
居
住
空
間
で
あ
る
上

皇
御
所
を
｢
姑
射
山
｣
｢
蓬
莱
洞
｣
な
ど
で
表
現
し
､
そ
の
逝
去
を
｢
鼎

湖
｣
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
｡
こ
れ
に
加
え
て
､

女
性
を
追
善
の
対
象
と
す
る
場
合
の
､
生
前
の
美
貌
を
称
え
る
表
現
に
お

い
て
も
､
｢
洛
川
｣
な
ど
は
そ
こ
に
住
む
仙
女
巫
妃
に
因
ん
だ
も
の
で
あ

り
､
神
仙
的
世
界
へ
の
連
関
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
追
善
願
文
に
見
え
る
人
名
や
地
名
の
､
い
わ
ゆ
る
固
有

名
詞
の
類
は
､
単
に
そ
れ
そ
の
も
の
を
書
き
と
ど
め
て
紹
介
す
る
(
記
録

的
意
味
)
を
担
う
の
で
は
な
く
､
多
く
の
場
合
､
過
去
の
事
跡
に
因
ん
だ

故
事
や
説
話
を
背
景
に
負
う
語
秦
群
で
あ
り
､
現
前
の
追
善
法
要
の
表
現

に
､
過
去
の
事
跡
を
込
め
て
重
層
的
に
言
辞
を
織
り
な
す
表
現
に
参
与
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
､
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
名

詞
は
､
故
事
を
端
的
に
物
語
る
鍵
語
と
し
て
の
役
割
を
帯
び
､
和
歌
の
(
本

歌
取
り
)
の
如
き
効
果
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
思
量
さ
れ
る
｡

今
後
は
､
右
に
述
べ
た
こ
と
が
､
『
性
霊
集
』
･
『
菅
家
文
革
』
･
『
本
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(
表
)
『
本
朝
文
粋
』
所
収
追
善
願
文
に
お
け
る
地
名
詩
集
の
象
徴
性

漢 籍 仏 典
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者悼

呪 闇 切 天難鷲鹿 法

亭 浮利台足峯一苑 そ 会

[

蒜冥山山[[

上界冠言霊届
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寺 舞び

院 .ムlコ

]

蓋蓋葺讐]]
]L...｣

装
置



朝
続
文
粋
』
･
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
等
に
所
収
の
平
安
時
代
の
追
善

願
文
と
ど
の
線
度
共
通
し
､
ま
た
異
な
る
性
格
の
も
の
･
で
あ
る
か
に
つ
い

て
検
討
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
｡

追
善
願
文
の
文
体
を
､
語
嚢
の
側
面
か
ら
記
述
し
よ
う
と
す
る
に
際

し
て
は
､
願
文
が
当
該
法
会
の
記
録
と
い
う
一
種
の
(
実
用
文
)
の
性
格

と
､
当
該
法
会
を
言
辞
で
以
っ
て
荘
厳
す
る
(
美
文
)
志
向
の
文
章
で
あ

る
と
い
う
両
面
を
併
せ
持
つ
こ
と
に
照
ら
し
て
､
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
.

に
､
願
文
の
文
章
を
構
成
す
る
一
々
の
語
彙
に
も
(
記
録
的
意
味
)
を
も

つ
ぱ
ら
担
う
も
の
と
修
辞
的
性
格
を
担
う
(
象
徴
的
意
味
)
を
重
ね
持
つ

も
の
の
混
在
し
て
い
る
事
実
に
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
っ
て
､
そ
の
具
体
的
な
様
相
を
こ
こ
で
は
記
述
し
た
次
第
で

あ
る
｡

注

(
l
)
山
本
真
吾
｢
『
本
朝
文
粋
』
所
収
追
善
願
文
に
お
け
る
人
名
語
彙
の
象
徴

的
意
味
に
つ
い
て
｣
(
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
7
､
平
成
8
･
6
)

(
2
)
山
本
真
吾
｢
平
家
物
語
に
於
け
る
日
本
漢
詩
文
の
影
響
に
つ
い
て
-
｢
比

叡
山
｣
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
⊥(
『
古
代
帯
の
構
造
と
展
開
』
平
成
4
､

和
泉
書
院
)

(
3
)
李
育
絹
｢
義
姑
射
に
住
む
上
皇
像
の
形
成
-
『
荘
子
』
｢
邁
進
遊
｣
に
お

け
る
尭
帝
伝
承
か
ら
｣
(
『
和
漢
比
較
文
学
』
3
2
､
平
成
1
6
･
2
)

(
4
)
山
本
真
書
｢
平
家
物
語
に
於
け
る
漢
語
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
-
｢
上

皇
御
所
｣
の
呼
称
を
め
ぐ
つ
て
ー
｣
(
『
国
語
学
』
1
～
7
､
平
成
元
･
6
)

(
5
)
柿
材
量
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』
(
大
正
‖
､
内
外
出
版
株
式
会
社
)

(
6
)
渡
辺
秀
夫
『
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』
第
四
篇
験
文
の
世
界
(
平
成
3
､

勉
誠
社
)

(
7
)
注
(
6
)
文
献
｡

【
付
記
】
な
お
､
本
稿
は
､
平
成
十
二
年
度
～
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(
基
盤
研
究
(
C
)

(
2
)
)
｢
日
本
漢
文
資
料
と
し
て
の
聖
教
類
の
基
礎
的
研
究
｣

(
課
題
番
号
一
二
六
一
〇
四
三
一
､
代
表
者
山
本
真
吾
)
の
交
付
を
受
け
て
な
さ
れ

た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
｡

[
や
ま
も
と
し
ん
ご
本
学
教
員
]
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